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『脊椎後方手術における、多層構造シリコンフォームドレッシング剤を使用した顔面

皮膚障害予防プロトコル導入による効果の検証』 

に対するご協力のお願い 
    

研究の目的と意義 

背骨の手術では、手術中にうつ伏せの姿勢で手術をすることが多いです。

お顔部分はプローンビューという専用のお顔を固定するスポンジ素材のフ

レームを使用します。2022年10月より手術中にお顔の皮膚トラブルの予防

を目的として、シリコンフォームドレッシング剤（製品名：アレビンライ

フ®️）というお肌に優しい素材を使用しています。本研究は素材を使用する

ことによる皮膚トラブルの予防効果を検証するための研究です。 

 研究の方法 
過去の電子カルテの診療記録より該当期間に手術を受けた方の情報を用い

て研究を行います。 

対象者 
西暦2021年10月1日〜2023年9月30日の間に、当院整形外科で背骨の手術を受

けた方 

利用する試料/情報 

年齢・性別・身長・体重・BMI 

TP値・Alb値・Hb値 

手術申込時間・手術時間（分）・術式 

輸液量（ml）・出血量（ml）・尿量（ml）・出納（ml） 

術中運動誘発電位検査(MEP)の有無・ASA-PS 

褥瘡リスクアセスメント結果・スキンテアリスクアセスメント結果 

皮膚トラブルの有無（褥瘡・MDRPU・スキンテアを含む） 

利用する試料/情報 

の取得方法 
電子カルテの診療記録/手術部門システム（ORSYS） 

利用する試料/情報 

の管理責任者・住所 

済生会横浜市東部病院 院長 

〒230-8765横浜市鶴見区下末吉3-6-1 

研究組織 当院単独研究 

試料/情報の 

院外提供 
提供なし 

結果公表 2024年10月日本手術看護学会年次大会 

研究参加拒否・同意

撤回  

情報等を研究目的に利用されることを希望されない場合または一度研究参

加に同意された後に同意を撤回される場合は、2024年1月30日までに下記の

問い合わせ先にご連絡ください。 

当院研究責任者 済生会横浜市東部病院 看護部・手術センター/看護師/石田達也 

問い合わせ先 
〒230-8765横浜市鶴見区下末吉3-6-1 電話045-576-3000(代表) 

済生会横浜市東部病院 手術センター/石田達也 


